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『
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
起
源
、
一
九
一
〇
～
｝
九
二
三
年
』

『
日
本
帝
国
に
お
け
る
民
族
と
移
民
』

松
　
田
　
利
　
彦

　
近
年
に
な
っ
て
、
日
本
の
植
昆
地
支
配
や
戦
争
貴
任
へ
の
関
心
の
高
ま
り

と
と
も
に
、
在
β
朝
鮮
人
爵
研
究
は
比
較
的
多
く
の
成
果
を
う
み
だ
し
て
い

る
が
、
英
語
圏
の
研
究
者
に
よ
る
こ
の
分
野
の
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
と
は

い
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
遷
・
ワ
イ
ナ
ー
氏
の
手
に
な
る
二
つ
の
著
書
、

円
ぎ
O
蕊
讐
蕊
ミ
蝕
恥
宍
ミ
恥
§
“
9
§
§
§
§
黛
意
智
特
§
調
N
ミ
O
一
竜
魏

（『

ﾝ
日
朝
鮮
人
社
会
の
起
源
、
一
九
一
〇
～
一
九
二
三
年
』
。
以
下
、
『
起

源
』
と
略
記
す
る
）
と
陶
§
馬
§
ミ
」
§
恥
言
言
§
§
奪
意
ミ
画
ミ
ミ
§
噛

（『

坙
{
帝
国
に
お
け
る
民
族
と
移
民
』
。
以
下
『
民
族
と
移
民
』
と
略
記
す

る
）
は
、
外
国
人
研
究
者
に
よ
る
在
臼
朝
鮮
人
史
の
通
史
と
し
て
注
呂
に
値

す
る
。
『
起
源
』
が
韓
国
併
合
前
後
か
ら
一
九
二
三
年
目
関
東
大
震
災
ま
で

を
、
『
民
族
と
移
民
』
が
主
に
そ
れ
以
降
日
本
敗
戦
時
ま
で
を
、
そ
れ
ぞ
れ

対
象
と
し
て
お
り
、
両
著
を
あ
わ
せ
み
る
と
朝
鮮
植
民
地
期
の
在
日
朝
鮮
入

史
を
傭
騒
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
評
で
、
二
冊
を
一
括
し
て
取
り
あ

げ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
一
九
四
九
年
、
米
国
生
ま
れ
。
一
九
八
二
年
、
英
国
シ
ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
大
学
で
博
士
号
（
日
本
研
究
）
を
取
得
し
、
現
在
同
大
三
三
ア
ジ
ア

研
究
学
部
リ
ー
ダ
ー
を
つ
と
め
る
。
戦
前
期
在
日
朝
鮮
人
史
を
テ
ー
マ
と
し

た
実
証
研
究
の
ほ
か
、
民
族
差
別
・
移
民
に
関
す
る
理
論
的
研
究
で
業
績
を

つ
ん
で
い
る
。
法
政
大
学
、
北
海
道
大
学
な
ど
へ
の
留
学
経
験
も
あ
り
、
『
起

源
』
『
民
族
と
移
罠
』
両
著
書
の
中
で
活
用
さ
れ
て
い
る
相
当
量
の
一
次
史

料
は
滞
日
中
に
渉
猟
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
下
、
内
容
紹
介
に
移
る
。

　
『
起
源
』
の
第
一
章
「
日
本
人
の
朝
鮮
観
、
｝
八
六
八
～
一
九
一
〇
年
」

で
は
、
主
に
二
次
文
献
に
依
拠
し
な
が
ら
、
征
韓
論
か
ら
韓
国
併
合
ま
で
の

日
本
人
の
朝
鮮
観
の
形
成
過
程
を
あ
と
づ
け
、
「
〔
併
合
ま
で
の
〕
二
〇
年
間

を
通
じ
た
民
間
諸
薪
聞
に
お
け
る
朝
鮮
に
対
す
る
報
道
姿
勢
や
、
そ
こ
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
朝
鮮
へ
の
冷
淡
な
見
方
に
鑑
み
る
と
、
朝
鮮
社
会
は
停
激
し

朝
鮮
民
族
は
無
知
で
朝
鮮
政
府
は
腐
敗
し
て
い
る
と
い
う
見
方
を
大
半
の
霞

本
人
が
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
」
（
ニ
ニ
頁
）
と
し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
韓
国
か
ら
朝
鮮
へ
、
植
屍
地
支
配
の
初
期
段
階
」
で
は
、
武
断

政
治
期
、
朝
鮮
で
は
急
進
的
同
化
政
策
の
も
と
で
急
速
な
植
民
地
的
社
会
再

編
が
進
行
し
た
と
し
、
地
主
制
の
強
化
の
か
た
わ
ら
犠
牲
と
な
っ
た
朝
鮮
人

小
作
人
か
ら
渡
日
す
る
者
が
現
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
以
下
、
在
日
朝
鮮
入
の
具
体
的
な
趣
向
が
描
か
れ
る
。
第
三
章
「
朝

鮮
人
労
働
者
の
渡
日
、
一
九
一
〇
～
一
九
二
三
年
」
で
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
期
に
お
け
る
紡
績
・
炭
鉱
業
を
中
心
と
し
た
朝
鮮
人
労
働
者
募
集
の
実
態
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を
検
討
し
た
後
、
こ
の
時
期
増
加
し
た
在
日
朝
鮮
人
は
、
男
女
比
、
人
口
の

季
節
変
動
、
居
住
形
態
な
ど
か
ら
み
て
出
稼
ぎ
労
働
者
で
あ
る
と
規
定
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
二
年
渡
航
制
限
制
度
の
一
時
的
撤
廃
に
よ
り
急
増

し
た
在
日
朝
鮮
人
は
景
気
後
退
で
大
企
業
か
ら
締
め
だ
さ
れ
、
日
本
人
と
競

合
し
な
い
労
働
市
場
最
下
層
に
流
入
し
た
こ
と
、
そ
の
過
酷
な
労
働
環
境
の

結
果
と
し
て
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
非
効
率
、
高
率
の
転
職
、
劣
悪
な
生
活
状

態
な
ど
は
、
他
方
で
在
日
朝
鮮
人
へ
の
偏
見
を
助
長
す
る
側
面
を
も
っ
た
こ

と
、
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
章
に
は
、
居
留
地
以
外
で
の
外

国
人
の
就
労
を
禁
じ
た
勅
令
三
五
二
号
（
一
八
九
九
年
）
が
韓
国
併
合
ま
で

朝
鮮
人
に
も
適
用
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
（
五
二
頁
。
『
罠
族
と
移

民
』
五
二
～
五
三
頁
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
）
、
今
日
で
は
こ
の
解
釈
は
誤

り
で
あ
り
、
併
合
以
前
に
も
相
当
数
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
日
本
国
内
に
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
章
「
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
労
働
者
と
労
働
団
体
の
結
成
」
は
、
在

日
朝
鮮
人
労
働
者
の
組
織
化
が
第
一
次
大
戦
後
、
日
本
人
労
働
運
動
家
と
の

連
帯
の
中
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
在
日
朝
鮮
人
労
働
団
体

の
稽
矢
と
さ
れ
る
東
京
・
大
阪
の
両
朝
鮮
勝
働
同
盟
会
の
意
義
も
「
実
際
の

参
加
者
数
よ
り
も
む
し
ろ
、
朝
鮮
人
活
動
家
と
日
本
の
労
働
運
動
・
社
会
運

動
に
お
け
る
急
進
的
左
翼
と
が
結
び
つ
い
た
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
捉
え
方

が
な
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
八
頁
）
。

　
第
五
章
「
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
留
学
生
運
動
、
民
族
主
義
か
ら
社
会
主

義
へ
」
は
、
一
九
一
〇
年
代
在
日
朝
鮮
人
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
留
学
生
運

動
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
傾
向
が
当
初
、
自
ら
の
指
導
者
意
識
を
鼓
舞
す
る

抽
象
的
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
第
一
次
大
戦
期
に
は
具
体
的
な

抗
日
意
識
を
示
す
も
の
へ
と
発
展
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
一
九

一
九
年
の
二
・
八
独
立
宣
言
か
ら
三
・
一
運
動
に
い
た
る
経
過
が
概
説
さ
れ
、

ご
○
年
代
の
留
学
生
運
動
は
、
大
衆
的
基
盤
が
不
十
分
だ
っ
た
も
の
の
、
日

本
の
社
会
主
義
者
の
影
響
、
欧
米
列
強
へ
の
幻
滅
な
ど
注
屡
す
べ
き
傾
向
が

現
れ
た
と
し
て
い
る
。
な
お
、
第
四
、
五
章
で
は
、
在
日
朝
鮮
人
運
動
を
労

働
運
動
と
留
学
生
運
動
と
に
大
別
し
て
い
る
が
、
こ
の
結
果
と
し
て
、
黒
道

会
や
北
星
会
な
ど
在
日
の
い
わ
ゆ
る
思
想
団
体
に
つ
い
て
は
、
記
述
が
重
複

し
た
り
、
位
置
づ
け
が
曖
昧
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
第
六
章
「
神
話
と
真
実
、
関
東
大
震
災
」
の
章
は
、
一
九
二
三
年
の
関
東

大
震
災
に
お
い
て
、
朝
鮮
人
暴
動
の
流
言
が
内
務
省
↓
府
県
↓
市
町
村
と
い

う
経
路
で
追
認
・
拡
大
さ
れ
た
こ
と
や
、
朝
鮮
人
虐
殺
後
、
三
子
団
へ
の
処

分
が
軽
微
に
済
ま
さ
れ
た
上
、
政
府
の
責
任
は
不
問
に
付
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
記
述
の
重
点
を
お
い
て
い
る
。
「
政
府
自
体
に
、
実
体
の
な
い
流
言
を
拡

大
さ
せ
た
責
任
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
集
団
〔
朝
鮮
入
を

虐
殺
し
た
自
警
醐
な
ど
の
日
本
人
民
間
人
〕
の
と
っ
た
行
動
に
も
間
接
的
な

責
任
が
あ
る
」
（
一
六
九
頁
）
と
い
う
の
が
著
者
の
評
価
で
あ
る
。

　
「
結
語
」
で
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
低
い
定
往
性
が
日
本
人
と
の
連
帯
を
阻

ん
だ
こ
と
、
住
宅
差
別
に
よ
り
日
本
人
と
朝
鮮
人
が
疎
隔
し
た
こ
と
、
庄
翼

運
動
に
参
加
す
る
朝
鮮
人
留
学
生
へ
の
警
戒
感
な
ど
が
、
在
日
朝
鮮
人
に
対

す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
増
幅
さ
せ
た
背
景
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
関
東

大
震
災
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
へ
の
迫
害
は
、
そ
の
よ
う
な
朝
鮮
人
観
か
ら

生
み
だ
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
点
を
最
後
に
強
調
し
て
い
る
。

　
二
冊
屠
の
『
風
族
と
移
民
』
で
は
、
『
起
源
』
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
臼
本
人

の
（
在
日
）
朝
鮮
人
観
の
理
論
的
位
置
づ
け
が
試
み
ら
れ
た
上
で
、
主
に
一
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評書

九
二
〇
年
代
後
半
以
降
の
在
日
朝
鮮
人
史
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
「
民
族
、
国
家
、
帝
国
」
で
は
、
民
族
差
別
主
義
・
人
種
差
別
主

義
（
H
ρ
O
困
ω
露
）
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
生
産
・
再
生
産
さ
れ
る
歴

史
的
・
社
会
的
要
因
を
分
析
す
る
必
要
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
場
合
、

江
戸
時
代
の
国
学
を
淵
源
と
し
、
明
治
初
期
の
紺
外
危
機
に
よ
っ
て
形
作
ら

れ
た
「
家
族
国
家
観
」
を
核
と
し
た
国
家
主
義
の
形
成
、
そ
れ
を
基
盤
と
し

た
民
族
と
し
て
の
優
越
感
が
帝
撰
主
義
的
膨
張
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
主
張

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
「
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
植
民
地
主
義
同
様
、
〔
日

本
に
お
い
て
も
〕
植
民
地
領
有
に
対
す
る
正
当
性
は
一
般
に
自
明
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
日
本
の
文
化
が
優
越
し
て
お
り
、

大
和
罠
族
が
植
民
地
人
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
責
任
が
あ
る
と
信
じ
て
い

た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
三
六
頁
）
。

　
第
二
章
「
朝
鮮
人
の
渡
日
、
初
期
の
段
階
」
は
、
『
起
源
』
の
内
容
と
重

な
る
の
で
、
省
略
す
る
。

　
第
三
章
「
文
化
政
治
の
い
く
つ
か
の
結
果
」
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
朝
鮮

の
「
文
化
政
治
」
の
諸
政
策
を
概
観
し
、
同
化
政
策
は
同
権
を
意
味
し
な
か

っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
急
増
し
つ
つ
あ
っ
た
在
日
朝
鮮
人
に
つ
い
て

は
、
出
身
地
域
・
渡
艮
理
由
・
二
本
で
の
生
活
状
態
な
ど
多
く
の
点
で
、
そ

れ
以
前
に
渡
日
し
た
者
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
か
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
渡
日
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
「
朝
鮮
人
の
渡
日
、
一

九
二
五
～
一
九
三
八
年
目
で
具
体
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代

末
か
ら
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
い
て
は
、
失
業
率
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
朝
鮮

人
が
経
済
的
脅
威
だ
と
い
う
論
が
妊
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
「
朝
鮮

人
職
工
が
日
本
人
職
工
よ
り
も
実
質
的
に
低
い
賃
金
を
受
け
て
い
た
と
し
て

も
、
不
景
気
の
影
響
を
最
初
に
被
る
の
は
朝
鮮
人
だ
っ
た
」
（
一
三
八
頁
）

と
し
て
、
朝
鮮
人
を
日
本
人
と
競
合
す
る
存
在
と
み
な
す
の
は
根
拠
薄
弱
と

し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
見
解
は
随
所
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
本
章

で
は
、
岸
和
田
紡
績
株
式
会
社
な
ど
の
定
例
を
も
と
に
、
景
気
変
動
と
朝
鮮

人
労
働
者
の
解
雇
と
の
連
関
性
を
か
な
り
詳
細
に
立
証
し
て
い
る
。
な
お
、

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
在
β
朝
鮮
人
の
定
住
化
と
い
う
現
象
が
現
れ
る

が
、
著
者
は
定
住
化
の
す
す
ん
だ
地
域
は
大
阪
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
と
し

て
い
る
。

　
第
五
章
「
同
化
と
抵
抗
」
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
大
阪
府
内
揚
協
和
会

な
ど
の
官
製
融
和
団
体
は
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
紛
争
解
決
程
度
の
機
能
し
か

も
た
な
か
っ
た
と
し
て
お
り
、
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
整
備
さ
れ
た
府
県
協
和

会
・
中
央
協
和
会
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
福
利
厚
生
的
側
面
よ
り
教
化
・

政
治
的
抑
圧
の
活
動
の
方
が
優
先
し
て
い
た
と
捉
え
る
。
他
方
、
同
時
期
の

社
会
運
動
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
五
年
に
結
成
さ
れ
た
在
罠
本
朝
重
労
働
総

同
盟
（
労
総
）
の
成
立
か
ら
解
消
へ
の
経
緯
が
考
察
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
な
ど
に
も
目
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

著
者
は
、
労
総
成
立
の
主
因
を
、
在
日
朝
鮮
人
労
働
運
動
が
日
本
の
労
働
運

動
主
流
か
ら
支
援
を
う
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
が
（
一
六

八
頁
）
、
黒
総
成
立
後
も
少
な
く
と
も
左
派
（
日
本
労
働
組
合
評
議
会
）
と
の

提
携
関
係
は
か
な
り
密
接
だ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
は

疑
問
を
感
じ
る
。

　
第
六
章
「
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
朝
鮮
人
動
員
」
は
、
朝
鮮
人
強
制
連
行

（
強
制
労
務
動
員
）
の
展
開
過
程
を
概
観
し
て
い
る
。
先
行
研
究
を
ふ
ま
え

な
が
ら
、
被
連
行
労
働
者
の
転
職
、
逃
亡
、
日
本
人
と
の
紛
争
な
ど
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
。
「
強
制
」
と
い
う
用
語
に
も
関
わ
ら
ず
、
朝
鮮
人
労
働

者
「
募
集
」
に
あ
た
り
し
ば
し
ば
現
地
朝
鮮
人
が
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
強
制
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よ
り
は
就
業
詐
欺
に
よ
る
募
集
が
多
か
っ
た
と
い
う
問
題
提
起
的
な
鮨
摘
も

な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
次
章
の
記
述
だ
が
、
強
制
連
行
は
、
一
九
｝
○
年

以
来
の
朝
鮮
人
労
働
力
移
入
の
延
長
線
に
あ
る
と
同
時
に
、
在
葭
朝
鮮
人
に

よ
る
あ
ら
ゆ
る
組
織
的
抵
抗
が
根
絶
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
新
た
な
労
働
力

が
移
入
さ
れ
た
点
で
在
日
朝
鮮
人
史
の
中
の
一
つ
の
分
水
嶺
と
な
っ
た
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
二
一
六
頁
）
。

　
第
七
章
「
同
化
の
限
界
」
に
お
い
て
は
、
序
章
で
の
問
題
提
起
を
ふ
り
か

え
り
な
が
ら
、
家
族
国
家
観
の
も
と
で
は
日
本
人
の
優
秀
性
が
自
明
と
さ
れ
、

在
日
朝
鮮
人
に
対
し
、
従
属
的
地
位
を
強
要
し
な
が
ら
日
本
社
会
へ
の
統
合

が
進
め
ら
れ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
以
上
紹
介
し
た
、
M
・
ワ
イ
ナ
ー
氏
に
よ
る
二
冊
の
書
は
、
概
ね
今
日

ま
で
の
研
究
成
果
を
消
化
・
吸
収
し
な
が
ら
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

山
葵
朝
鮮
人
史
を
概
説
し
た
英
書
と
し
て
は
、
国
．
≦
・
ぞ
即
σ
q
コ
。
斜
↓
ぎ
宍
早

§
§
』
§
嵩
ミ
賊
璽
§
智
特
§
”
遣
ミ
∴
ミ
O
　
（
客
¢
毒
吋
。
据
り
ぎ
ω
賢
げ
9
Φ

o
h
唱
ρ
o
郎
。
菊
Φ
冨
賦
8
ρ
日
O
切
日
）
や
、
閃
．
国
●
冒
ざ
げ
①
拝
↓
ぎ
肉
ミ
ミ
噛
畑

」
§
き
ミ
鴇
§
智
特
§
噛
（
切
。
二
巴
醸
碧
自
い
。
の
跨
茜
①
一
①
。
。
讐
¢
駄
く
霞
聖
恩

。
隔
O
恥
ま
。
導
冨
℃
3
ω
ρ
お
①
刈
）
な
ど
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
（
い
ず
れ
も

邦
訳
が
あ
る
）
。
本
書
の
意
義
は
、
何
よ
り
も
、
英
語
圏
の
研
究
者
に
よ
る

在
日
朝
鮮
人
史
の
通
史
と
し
て
は
久
々
か
つ
最
新
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
点

に
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
本
書
の
意
義
と
し
て
は
第
二
に
、
そ
の
均
整
の
と
れ
た
評
価
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
在
β
朝
鮮
人
の
初
期
の
労
働
運
動
や
霞
本
人
左
翼

運
動
家
と
の
連
帯
に
つ
い
て
、
規
模
の
面
で
の
限
界
に
も
留
意
し
な
が
ら
評

価
を
お
こ
な
っ
た
り
（
『
起
源
』
一
〇
八
頁
、
『
民
族
と
移
民
』
七
三
頁
）
、
関

東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
暴
動
の
流
欝
の
拡
大
に
つ
い
て
の
政
府
の
責
任
を
追

及
し
つ
つ
も
、
政
府
自
体
が
流
言
の
発
生
源
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
別
問
題

と
し
て
検
討
し
た
り
す
る
（
『
起
源
』
一
八
六
頁
）
等
、
論
証
は
大
体
に
お
い

て
注
意
深
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
第
三
は
、
特
に
『
民
族
と
移
民
』
に
お
い
て
、
日
本
人
の
（
在
日
）
朝
鮮

人
観
を
日
本
社
会
の
性
格
・
構
造
と
関
連
さ
せ
て
モ
デ
ル
化
し
よ
う
と
し
た

点
で
あ
る
。
実
証
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
一
方
で
理
論
面
で
の
分
析
が
手
薄
に

な
り
が
ち
な
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
に
一
つ
の
試
論
を
提
示
し
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
の
一
方
で
、
著
者
の
描
く
在
日
朝
鮮
人
西
風
に
若
干
の
疑
問
を
感
じ
た

面
も
あ
る
。

　
第
一
は
、
在
日
朝
鮮
人
史
の
時
期
区
分
の
問
題
で
あ
る
。
『
起
源
』
に
お

い
て
は
、
関
東
大
震
災
が
「
分
水
嶺
」
（
詞
く
9
ぴ
Φ
目
ω
財
①
α
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る

（
五
、
二
〇
三
頁
）
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
一
九
二
三
年
九
月
の
朝
鮮
人
迫
害

は
日
本
の
植
民
地
政
策
と
そ
れ
を
規
定
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
論
理
的
帰

結
」
（
『
起
源
』
二
〇
三
頁
）
で
あ
り
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
そ
れ
以
降
の

在
日
朝
鮮
人
と
日
本
人
社
会
の
関
係
、
朝
鮮
人
へ
の
警
戒
感
は
「
動
か
し
が

た
い
も
の
と
な
っ
た
」
（
『
起
源
』
五
頁
、
『
民
族
と
移
民
』
一
一
八
頁
）
と

い
う
。
か
か
る
朝
鮮
人
観
は
大
部
分
宮
憲
資
料
か
ら
描
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
は
た
し
て
日
本
人
一
般
民
衆
も
同
様
だ
っ
た
と
い
え
る
の
か
、
論
証
が

不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な

い
。
た
だ
、
著
者
の
主
張
を
み
る
限
り
、
力
点
は
、
近
代
日
本
に
貫
徹
し
て

い
た
朝
鮮
人
差
別
意
識
の
中
に
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
を
位
置
づ
け

る
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
分
、
結
果
的
に
は
、

大
震
災
の
前
後
を
通
じ
て
日
本
人
の
朝
鮮
観
に
「
分
水
嶺
」
と
呼
ぶ
に
足
る
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評書

い
か
な
る
変
化
が
生
じ
た
の
か
と
い
う
点
の
説
明
が
、
不
鮮
明
に
な
っ
た
き

ら
い
が
あ
る
。

　
ま
た
、
『
民
族
と
移
民
』
で
は
、
　
一
九
二
五
年
か
ら
三
八
年
ま
で
を
一
時

代
と
し
て
く
く
っ
て
お
り
、
通
常
三
〇
年
代
初
頭
に
画
期
を
設
け
る
罠
本
の

在
日
朝
鮮
人
史
研
究
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
や
や
違
和
感
が
あ
る
。
一
九
三

〇
年
代
初
頭
で
隠
期
区
分
を
し
な
か
っ
た
一
つ
の
根
拠
と
し
て
、
著
者
は
当

時
期
の
在
日
朝
鮮
人
の
定
住
化
傾
向
が
東
京
・
大
阪
な
ど
の
地
域
以
外
で
は

生
じ
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
あ
げ
る
（
一
五
〇
頁
）
。
し
か
し
、
定
住
化
が

進
ま
な
か
っ
た
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
福
岡
、
北
海
道
に
つ
い
て
、

一
九
二
五
年
と
三
八
年
の
常
住
人
口
比
率
を
遠
出
す
る
と
、
実
際
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
三
三
％
か
ら
六
八
％
へ
、
一
二
％
か
ら
八
二
％
へ
と
大
幅
な
上
昇
が

　
　
　
　
②

認
め
ら
れ
る
。
や
は
り
、
一
九
三
〇
年
代
初
期
は
、
在
β
朝
鮮
人
史
上
の
一

つ
の
転
換
点
と
考
え
た
方
が
実
態
に
即
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
定
住
化

に
と
も
な
う
在
日
朝
鮮
人
の
各
種
組
合
や
相
互
扶
助
組
織
の
形
成
・
活
動
、

朝
鮮
語
新
聞
の
発
行
な
ど
、
必
ず
し
も
運
動
史
の
枠
組
に
紋
ま
ら
な
い
具
体

的
な
生
活
の
様
相
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
こ
と
も
問
題
点
か
と
思
わ
れ
た
。

　
第
二
に
、
『
民
族
と
移
民
』
に
お
い
て
近
代
日
本
の
社
会
構
造
に
（
在
日
）

朝
鮮
人
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
検
討
し
た
い
。
前
述

の
よ
う
に
、
著
者
は
、
天
皇
を
頂
点
に
戴
く
家
族
国
家
の
中
で
朝
鮮
人
は
従

属
的
地
位
を
強
要
さ
れ
た
と
い
う
図
式
を
描
い
て
い
る
。
た
し
か
に
、
戦
前

期
の
鋼
本
言
論
界
に
お
い
て
、
朝
鮮
人
は
し
ば
し
ば
日
本
帝
国
内
の
「
養
子
」

と
表
現
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
著
者
の
提
示
し
た

モ
デ
ル
は
あ
る
程
度
的
を
射
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
モ
デ
ル
の
前
提
と
し
て
、
在
日
朝
鮮
人
差
別
が
、
欝
。
尻
ヨ

の
一
形
態
で
、
罠
族
（
な
い
し
人
種
）
の
区
別
（
壇
ρ
9
9
0
卑
①
σ
q
o
ユ
鶏
臨
。
旨
i

『
民
族
と
移
民
』
一
一
頁
）
を
基
底
に
も
つ
、
と
し
て
い
る
捉
え
方
に
は
首

肯
し
が
た
い
部
分
が
あ
る
。
『
民
族
と
移
民
』
で
は
、
民
族
の
厳
然
た
る
区

別
の
も
と
、
「
日
本
が
ア
ジ
ア
の
中
で
支
配
的
地
位
に
立
つ
こ
と
は
、
日
本

民
族
生
来
の
指
導
者
と
し
て
の
資
質
を
反
映
し
た
も
の
だ
」
と
い
う
考
え
方

が
当
身
蔓
延
し
て
い
た
と
さ
れ
（
ご
五
頁
）
、
あ
る
い
は
、
「
朝
鮮
人
は
、
純

粋
に
日
本
人
的
な
性
質
を
文
化
的
に
汚
染
し
た
り
変
容
さ
せ
た
り
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
根
深
い
恐
怖
を
具
体
的
な
形
で
突
ぎ
つ
け
た
」
　
（
二
一
四

頁
）
な
ど
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
「
同
化
は

理
論
と
い
う
よ
り
ド
グ
マ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
（
三
一
頁
）
と
さ
れ
る
。

　
い
わ
ば
、
著
者
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
流
の
優
生
思
想
、
純
血
主
義
を
、

在
日
朝
鮮
人
差
別
ひ
い
て
は
日
本
の
植
民
地
主
義
の
中
に
読
み
と
ろ
う
と
し

て
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
事
実
も
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
日
本
に
お
け
る
優
生
思
想
の
体
現
者
と
し

て
、
著
者
は
、
台
湾
総
督
府
官
房
調
査
課
長
を
つ
と
め
、
植
民
政
策
学
者
で

も
あ
っ
た
東
郷
実
を
引
き
あ
い
に
出
し
て
い
る
（
三
㎝
～
三
二
頁
）
。
た
し
か

に
、
東
郷
は
、
日
本
民
族
の
純
血
維
持
と
い
う
主
張
を
も
っ
て
い
た
が
、
東

郷
自
身
認
め
て
い
た
よ
う
に
、
そ
の
持
論
は
台
湾
総
督
府
の
と
る
同
化
政
策

と
は
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
総
督
府
在
任
中
は
公
表
を
控
え
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
③

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
著
者
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
に
お
い
て
は
、

優
生
思
想
の
も
と
混
血
は
忌
避
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
（
二
七
、
三
〇
～
三

＝
貝
）
、
日
中
戦
争
期
、
朝
鮮
総
督
府
が
建
前
に
せ
よ
「
内
野
結
婚
」
を
奨

励
し
た
事
実
を
考
慮
し
た
場
合
、
そ
の
よ
う
に
言
い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
、
日
本
植
民
地
主
義
に
は
、
著
者
の
仮
説
と
は
別

個
の
論
理
が
働
い
て
い
た
可
能
性
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
小
熊
英
二

氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
日
中
戦
争
期
、
朝
鮮
総
督
府
の
「
皇
民
化
」
政
策
は
、
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優
生
学
系
列
の
研
究
者
、
厚
生
省
官
僚
か
ら
批
判
を
う
け
て
い
た
と
さ
れ
、

そ
れ
は
、
「
異
民
族
が
流
入
し
て
く
る
こ
と
を
忌
避
し
、
差
別
の
根
拠
で
あ

る
民
族
の
区
別
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
を
恐
れ
た
」
優
生
思
想
か
ら
、
「
箇
箇
の
独

自
性
を
抹
殺
し
動
員
し
よ
う
と
し
た
」
総
督
府
の
立
場
へ
の
攻
撃
だ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
④

整
理
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
民
族
と
移
昆
』
に
お
い
て
優
生
思

想
を
前
提
と
し
た
モ
デ
ル
を
描
く
に
あ
た
り
、
著
者
は
、
西
欧
列
強
の
植
民

地
支
配
様
式
を
や
や
性
急
に
敷
延
し
て
日
本
の
場
合
に
当
て
は
め
た
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
。

　
最
後
に
、
論
旨
に
大
き
な
影
響
は
な
い
も
の
の
、
固
有
名
詞
に
誤
り
が
散

見
さ
れ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
山
道
裏
一
（
『
起
源
』
＝
二
九
頁
）
、
金
子

文
子
（
同
前
、
　
一
五
一
頁
）
、
〔
協
和
会
〕
手
帳
（
『
民
族
と
移
民
』
一
六
四

頁
）
な
ど
の
読
み
が
誤
っ
て
い
る
ほ
か
、
『
転
身
と
移
民
』
一
七
一
頁
以
下
で

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
、
金
斗
錯
と
金
箸
禎
が
混
同
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
二
型
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
若
干
の
問
題
点
と
思
わ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
も
触
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
著
者
か
ら
の
問
題
提
起
と
う
け
と
め
る
べ

き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
両
著
が
、
今
後
の
在
日
朝
鮮
人
史
・
日
朝
関
係
史

研
究
に
対
し
て
刺
激
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
筆
を
お
き
た
い
。

①
　
小
松
裕
・
金
英
達
・
山
脇
啓
造
編
『
『
韓
国
併
合
』
前
の
在
日
朝
鮮
人
軸
（
明
石

　
書
店
、
一
九
九
四
年
）
。

②
　
田
村
紀
之
「
内
務
省
警
保
局
調
査
に
よ
る
朝
鮮
人
人
口
」
（
H
）
（
『
経
済
と
経

　
済
学
』
第
四
七
号
、
一
九
八
一
年
）
よ
り
算
出
。
な
お
こ
こ
で
の
「
常
住
人
口
」

　
と
は
、
一
九
二
五
年
に
つ
い
て
は
「
九
〇
日
以
上
同
一
市
町
村
に
居
住
し
か
つ
一

　
戸
を
構
え
る
者
」
、
三
八
年
に
つ
い
て
は
「
九
〇
日
以
上
同
一
市
町
村
に
居
住
し

　
か
つ
世
帯
を
有
す
る
者
」
を
指
し
て
お
り
、
厳
密
に
は
同
一
概
念
で
は
な
い
が
、

　
傾
向
を
見
る
に
は
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

③
東
郷
実
『
植
民
政
策
と
属
族
心
理
』
（
岩
波
霞
店
、
一
九
二
五
年
）
「
自
序
」
七

　
頁
。

④
　
小
熊
英
二
『
単
一
民
族
神
話
の
起
源
i
〈
日
本
人
〉
の
自
画
像
の
系
譜
』
（
新

　
曜
社
、
一
九
九
蹴
年
）
二
五
八
頁
。
た
だ
し
、
植
民
地
統
治
の
基
調
に
「
血
族
ナ

　
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
異
民
族
排
除
の
体
偶
を
読
み
と
り
～
小
熊
本
の
理
解
に

　
批
判
的
立
場
を
と
る
、
駒
込
武
『
植
民
地
帝
国
日
本
の
文
化
留
筆
撫
（
岩
波
書
店
、

　
」
九
九
六
年
）
の
よ
う
な
研
究
も
存
在
す
る
。
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